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セイファート銀河のＸ線放射（再プロセスされたものを除く）

べきが1 6 1 9 50 500k Vのカットオフをもつ lべきが1.6‐1.9、50‐500keVのカットオフをもつpowerlaw
高温コロナによる低エネルギー円盤光子の熱的コンプトン

カットオフがあることはわかるが、その振る舞いは不定性が大きい

吸収、反射の影響でカットオフエネルギーが変わってしまう

光度と 相関光度との相関は？

Newton+INTEGRAL
によるカットオフエ
ネルギー分布

Malizia+14

(Zdziarski et al. 1995)
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ブラックホール連星の場合

カットオフエネルギーの不定性小さい
明るくなると、カットオフエネルギーが低くなる傾向

S k C X 1 Torii+11Suzaku CygX‐1

電子温度～カットオフエネルギー*0.5
(keV)

明るさ(RXTE/ASM c/s)
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本研究の目的
セイファ ト銀河Ｘ線スペクトルのカットオフエネルギ の時間変動を調べるセイファート銀河Ｘ線スペクトルのカットオフエネルギーの時間変動を調べる

Suzaku XIS/PIN/GSO (0.5‐400keV) 感度図

カットオフエネルギーを決めるために必
要な広帯域

XMM‐Newton + NuStarでは、0.4‐70keV

１日のスナ プシ ト観測で 十分なS/N１日のスナップショット観測で、十分なS/N
のスペクトル取得可能

INTEGRAL, Swift‐BATでは、長期間積分INTEGRAL, Swift BATでは、長期間積分
観測が必要

同じ天体を既に何度か観測している

解析天体 最もＸ線で明るい部類解析天体 最もＸ線で明るい部類

NGC4945 (7回), NGC4151 (4回), IC4329A(6回), Cen A(4回)



NGC4945

Compton thick Se fert 2

XMM/Newton + NuStarの観測 (Puccetti+14)

Compton‐thick Seyfert 2

10keV以上で、
数日スケールで２倍くらい変動

カットオフエネルギーは、200keV固
定で解析



NGC4945 HXD‐PIN ライトカーブ

Suzakuによる観測
2005.8月 1回
2006.1月 1回
2010.7‐8月 4回
2011.1月 1回

GSO(70‐100keV)( )
のカウントレート

PIN GSO

4倍変動

XIS

PIN Flux (10‐50keV)



NGC4945
低エネルギー成分 + MyTous（物質透過）*powerlaw *cutoff  +  pexmon（反射）

PIN

XIS
GSO

吸収は、(3.0‐4.2)x10^24 cm2でやや変化、べきは、あまり決まらない



NGC4945
べきを1.6に固定

実線 る 時期

明るくなるとカットオフエネルギーが低め

反射成分も固定 実線：明るい時期
破線：暗い時期

χ2χ

カットオフエネルギー



IC4329A
明るいSeyfert 1

S k による観測
y

Suzakuによる観測
2007.8月 5回
2012 8月 1回

XMM‐Newton + Suzaku +
NuStarPIN GSO

2012.8月 1回

Brenneman+14

XIS



CompTT（Soft excess） + zphabs(吸収)*zpcfabs（部分吸収）*powerlaw *cutoff + pexmon（反射）

IC4329A

CompTT（Soft excess） + zphabs(吸収)*zpcfabs（部分吸収）*powerlaw *cutoff  +  pexmon（反射）



べきは、1.78—1.88で、ほぼ一定

部分吸収は変化

IC4329A

部分吸収は変化
カットオフエネルギーは、300keV以上で、一定？

χ2

カットオフエネルギー



NGC4151
明るいSeyfert 1.5

Suzakuによる観測
2006.12月 1回
2011 11 12月 2回 Hiragi+142011.11‐12月 2回
2012.11月 1回

Hiragi+14

zphabs(吸収)*zpcfabs（部分吸収）*powerlaw *cutoff + pexmon（反射）zphabs(吸収) zpcfabs（部分吸収） powerlaw cutoff  +  pexmon（反射）



NGC4151
べきは、1.69—1.74で、ほぼ一定

部分吸収は変化部分吸収は変化

カットオフエネルギーは、すざくの結果だけだと、明るくなると
高くなるが、他の結果も入れると、傾向が見られない。

カットオフエネルギー
ただし、暗い時に上限値が高めの場合がある。

Hiragi+14
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Cen A  (電波銀河)

るくなると ド な た明るくなるとハードになった。
カットオフエネルギーは >300keV
（最近のINTEGRAL SPIでも、>700 keV ;  Burke+14）

2009
Fukazawa+11

2005

2009

COMPTEL
(1991‐1995)

Suzaku
(2009)

Jet?
Fermi
(2008‐2009)



まとめま

すざくXIS/PIN/GSOにより、明るいセイファート銀河４天体のすざくXIS/PIN/GSOにより、明るいセイファ ト銀河４天体の
カットオフエネルギーの時間変動を追った。

NGC4945, NGC4151は明るくなるとカットオフエネルギーが
低くなる傾向が見られたが、はっきりしない。

IC4329A, Cen Aは、カットオフエネルギーは 300keV以上と
いう高い値を持 ようだいう高い値を持つようだ。

ASTRO‐H  SXS/SXI/HXI/SGDに期待














